
新
刊
図
書
案
内

開
館
日
時

　
　
　
　

昼
休
み　

月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
時
三
十
分
～
十
三
時
十
分　

　
　
　
　

　
　
　
　

放
課
後　

火
曜
日
・
水
曜
日
・
金
曜
日　

　
　
　
　
　
　
　
　

三
時
十
五
分
～
四
時
三
十
分

　マスカレート・ナイト　

　　　　　　　　　　東野圭吾

 　

若
い
女
性
が
殺
害
さ
れ
た
不
可
解
な
事
件
。
警
視
庁
に
届
い

た
一
通
の
密
告
状
。
犯
人
は
、
コ
ル
テ
シ
ア
東
京
の
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
パ
ー
テ
ィ
に
姿
を
現
す
？
あ
の
ホ
テ
ル
ウ
ー
マ
ン
と
刑

事
の
コ
ン
ビ
、
再
び

　桜風堂ものがたり　

　　　　　　　　　　　村松早紀

　金曜のバカ　

　　　　　　　　越谷イサム

　　AX 　

　　　　　　　伊坂幸太郎

へいわってすてきだね

　　　　　　　　　　安里有生

　　陸王　

　　　　　　　　　　池井戸潤
月の満ち欠け

　　　　　　　　　佐藤正午
新版　美しい元素

　

宇
宙
の
す
べ

て
を
構
成
す
る

元
素
は
、
わ
た

し
た
ち
人
間
に

と
っ
て
ど
の
よ

う
な
意
味
を
も

つ
の
か
。
新
元

素
の
ニ
ホ
ニ
ウ

ム
を
は
じ
め
、

そ
の
用
途
、
歴

史
、
性
質
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
役

立
つ
知
識
を

オ
ー
ル
カ
ラ
ー

の
美
し
い
写
真

と
と
も
に
や
さ

し
く
解
説
。
好

評
を
博
し
た
『
美
し
い
元
素
』
の
増
補
改
訂
版
。

  

あ
た
し
は
、
月
の
よ
う
に
死
ん
で
、
生
ま
れ
変
わ
る
─
─
目
の

前
に
い
る
、
こ

の
七
歳
の
娘
が
、

い
ま
は
亡
き
我

が
子
だ
と
い
う

の
か
？ 

三
人
の

男
と
一
人
の
少

女
の
、
三
十
余

年
に
お
よ
ぶ
人

生
、
そ
の
過
ぎ

し
日
々
が
交
錯

し
、
幾
重
に
も

織
り
込
ま
れ
て

ゆ
く
。
こ
の
数

奇
な
る
愛
の
軌

跡
よ
！ 

さ
ま
よ
え
る
魂
の
物
語
は
、
戦
慄
と
落
涙
、
衝
撃
の
ラ

ス
ト
へ

　

勝
利
を
、
信
じ
ろ
。
足
袋
作
り
百
年
の
老
舗
が
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

シ
ュ
ー
ズ
に
挑
む
。
こ
の
シ
ュ
ー
ズ
は
、
私
た
ち
の
魂
そ
の
も
の

だ!

老
舗
足
袋

業
者
「
こ
は
ぜ

屋
」。　

会
社
存

続
の
た
め
に
、

培
っ
た
足
袋
製

造
の
技
術
を
生

か
し
て
、
「
裸

足
感
覚
」
を
追

求
し
た
ラ
ン
ニ

ン
グ
シ
ュ
ー
ズ

の
開
発
を
始
め

る
。　

世
界
的

ス
ポ
ー
ツ
ブ
ラ

ン
ド
と
の
熾
烈

な
競
争
、
資
金
難
、
素
材
探
し
、
開
発
力
不
足―

。
従
業
員
二
〇

名
の
地
方
零
細
企
業
が
、
一
世
一
代
の
大
勝
負
に
打
っ
て
出
る 

　

六
歳
の
少
年
の
詩
を
、
長
谷
川
義
史
が
魂
で
描
い
た
！
二
〇

一
三
年
、
沖
縄
県
「
平
和
の
詩
」
最
優
秀
賞
受
賞
作
品
。
慰
霊

の
日
の
式
典

で
、
六
歳
の
少

年
が
朗
読
す
る

凛
々
し
い
姿
が

報
道
さ
れ
、
全

国
で
大
き
な
反

響
を
呼
ん
だ
。

長
谷
川
義
史

が
、
与
那
国
島

の
安
里
有
生
を

訪
れ
て
描
き
あ

げ
た
絵
本
！

「
あ
あ
、
ぼ
く

は
、
へ
い
わ
な

と
き
に
う
ま
れ

て
よ
か
っ
た

よ
。
こ
の
へ
い
わ
が
、
ず
っ
と
つ
づ
い
て
ほ
し
い
。
み
ん
な
の

え
が
お
が
ず
っ
と
、
つ
づ
い
て
ほ
し
い
。
」
沖
縄
発
、
平
和
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
。 

　

最
強
の
殺
し
屋
は―

恐
妻
家
。
「
兜
」
は
超
一
流
の
殺
し
屋

だ
が
、
家
で
は

妻
に
頭
が
上
が

ら
な
い
。
兜
が

こ
の
仕
事
を
辞

め
た
い
、
と
考

え
は
じ
め
た
の

は
、
克
巳
が
生

ま
れ
た
頃
か
ら

だ
っ
た
。
引
退

に
必
要
な
金
を

稼
ぐ
た
め
、
仕

方
な
く
仕
事
を

続
け
て
い
た
あ

る
日
、
爆
弾
職

人
を
軽
々
と
始
末
し
た
兜
は
、
意
外
な
人
物
か
ら
襲
撃
を
受
け

る
。
こ
ん
な
物
騒
な
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
は
、
家
族
は
も
ち

ろ
ん
、
知
ら
な
い
。
『
グ
ラ
ス
ホ
ッ
パ
ー
』
『
マ
リ
ア
ビ
ー
ト
ル
』

 

天
然
女
子
高
生
と
気
弱
な
ス
ト
ー
カ
ー
が
繰
り
返
す
、
週
に
一
度

の
奇
天
烈
な
逢
瀬
の
行
き
着
く
先
は―

(

「
金
曜
の
バ
カ
」)

「
ま
た
、

星
が
降
る
夜
に
逢

え
た
ら
い
い
ね
」

―

流
星
雨
の
夜
に

出
会
っ
た
少
女
が

残
し
た
言
葉
が
、

今
胸
に
よ
み
が
え

る
。(

「
星
と
ミ

ル
ク
テ
ィ
ー
」)

不
器
用
だ
け
ど
一

途
な
思
い
を
抱
え

た

“

バ
カ”

た

ち
が
繰
り
広
げ

る
、
愛
と
青
春
の

日
々
。
何
か
を
好

き
に
な
っ
た
時
の

と
き
め
き
と
胸
の
高
鳴
り
に
満
ち
た
、
ほ
っ
こ
り
キ
ュ
ー
ト
な
傑
作

短
編
集
。

　

万
引
き
事
件
が
き
っ
か
け
で
、
長
年
勤
め
た
書
店
を
辞
め
る

こ
と
に
な
っ
た
青
年
。         

し
か
し
あ
る
町
で
訪
れ
た
書

店
で
、
彼
に
思
い
が
け
な
い
出
会
い
が…

。
田
舎
町
の
書
店
の

心
温
ま
る
奇
跡
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